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によって M2011 空力形状における舵面ヒンジモーメントの特性を評価する． 
 
２．手法 
 車載走行試験の手法は従前と同等である[1,2]．CFD 解析の手法は以下の通りである． 








車載走行試験は 2018 年 11 月 28 日～12 月 2 日に大樹町航空宇宙実験場で実施された．その結
果と CFD 解析結果を，共に図１～４に示す． 
内翼フラップ，外翼フラッペロンについては，迎角 11 度において車載走行試験と CFD 結果は






















図１ 外翼フラッペロン 図２ 内翼フラップ 
  




するために車載走行試験と CFD 解析を実施し，結果を比較したところ，以下のことが分かった．  














(2) 今回の CFD 解析手法を遷音速・超音速域に拡張し，舵面の空力弾性現象の評価に必要な空力
データを生成する． 
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